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酒場ライター・スズキナオとパリッコによる、
この世の中でまだ知られていない酒スポットや酒の楽しみ方を
探求するユニット「酒の穴」の酩酊対話集、待望の書籍化！

著者プロフィール
スズキナオ
東京生まれ大阪在住のフリーライター。ＷＥＢサイト「デイリー
ポータルＺ」「excite bit」「メシ通」などを中心に執筆中。テク
ノバンド「チミドロ」のメンバーで、大阪・西九条のミニコミ書店
「シカク」の広報担当も務める。趣味は酒と徘徊。

パリッコ
ミュージシャン、漫画家、酒場ライター、他。雑誌「酒場人」監修。
レシピコラム「晩酌ほろ酔いクッキング」（週刊漫画ゴラク）連
載。漫画「ほろ酔い！ 物産館ツアーズ」（ヤングコミック）連載。
また「大衆酒場ベスト１０００」（ピコピコカルチャージャパン）
をはじめ、ＷＥＢサイトへの寄稿も多数。趣味は酒と徘徊。

　酒の穴とは、日常的な生活の中にぽっかりと現れる「今ここで
乾杯できたらどんなに幸せだろう」と思うような場のことで、そ
れは必ずしも居酒屋やレストランでなくてもいい。むしろなんで
もない原っぱとか、川沿いの原っぱとか、公園の売店だとか、そ
ういったところに極上の酒の場があるのではないかと思う。
　そしてそれを探求するユニットが「酒の穴」なのである。

――本文より抜粋


